
※県の「令和７年度『学校・家庭・地域連携総合推進事業』実施要領」の規定に基づき、次のとおり令和７年度の目標及び実績を公表します。
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左記課題の解決のた
めに令和７年度に実施

する具体的な取組

左記具体的な取組のうち、
令和6年度における取組の
評価・分析を踏まえた取組
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績
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05204大
館市

②学校と
地域の課

題

01 通学路
等の地域
安全・地域

防災

通学路におけるクマや
不審者の出没などが懸
念されることから、登下
校時の安全確保が課題
となっている。

児童・生徒の登下校時
に、地域ボランティアを
動員し、見守り活動を
行い、クマや不審者、危
険箇所などについて注
意喚起を行う。

人材の確保等について、学
校運営協議会を中心としな
がら引き続き公民館に協力
を求めていくほか、地域学
校協働活動について広く情
報発信を行う。

通学路の見守り活動
を通じて、地域住民
が地域学校協働活
動に参加するきっか
けをつくり、担い手の
確保・育成につなげ
る。

小・中学校の通学路
安全指導に関連する
活動に参加するボラ
ンティアの年間延べ
人数

5,000 人 6,000 3,401

02　本年度の
目標値を下回
り、取組の工
夫・改善が求

められる

　今年度はクマの出没が相次
ぎ、協力者の安全確保の点か
ら、通学路の見守り活動ボラン
ティアの参加人数が少なかったと
思われる。今後は、ボランティア
の確保のため、各学校で地域学
校協働活動推進員を有効に活用
することが課題であると考える。

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）

●R７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定


